
1

日本版ボラタリークレジット（JVC）創出に向けた

森林のCO₂吸収量等の可視化実証

＜最終報告＞

アイフォレスト株式会社

2026年1月29日(木)



・設立 2022年3月14日

・資本金 2,600,000円

・本社 東京都中央区日本橋3-1-3 xBridge-Global

・役員 代表取締役CEO(最高経営責任者) 丸山 孝明 ｜ Koumei Maruyama

取締役CTO(最高技術責任者) 宮本 巧 ｜ Takumi Miyamoto

取締役CSO(最高戦略責任者) 榎本 裕次 ｜ Yuji Enomoto

取締役CFO(最高財務責任者) 山口 幹生 ｜ Mikio Yamaguchi

・事業内容

①日本版ボランタリークレジット(JVC)創出及び販売事業

②地域材×地域製造で新たな価値を提供する家具サブスクサービスの開発・運用

③林業現場や製材時に出る木くずなどの未利用資源を活用した新素材、製品の開発・販売

会社概要
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事業背景 なぜ林業にカーボンクレ

ジットが必要なのか？



5

管理コストに見合う収益が得られず、林業経営が成り立ちづらい。

木材の輸入自

由化

木材価格の

低迷

生産性が悪い

小規模分散さ

れた山林

高齢化による

担い手不足

過酷な労働

環境

森林の多面的機能が失われ、災害・獣害・感染症リスクの増大や水不足…etc

このまま放置されると都民生活が脅かされる恐れがある
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国産木材を

大量に高く売

る

大規模なソー

ラーパネルを

設置する

たくさん補助金

をもらう

直販で売りまく

る

非木材生産・

新たな収入

源を作る

“森林そのものの価値”を“お金”に変えることができないだろうか？

「カーボンクレジット」という選択

管理コストに見合う収益を得れば良い。

FOCUS
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カーボンクレジットとは、気候変動対策として環境価値を「測り・記録し・

取引可能な経済価値に変換し、実経済に循環させる仕組み」のこと。

持続的な林業経営を実現できる可能性が大きくなる。

結果、気候変動・災害リスクが減り、都民生活や企業活動が守られる。
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国内

海外

J-クレジット制度
…etc

EU-ETS

CORSIA
…etc

Verra

Gold Standard

ACR
…etc

近い将来、

垣根がなくなるかも？

コンプライアンスクレジット
(法規制への対応：法令・国際制度に基づき、排出義務の履行

に使用できるクレジット )

＜政府、国連主導＞

ボランタリークレジット
（自主的活動への対応：企業や個人が自主的に使うクレジット）

＜NGO等民間主導＞

iforestが森林で初

▲
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日本の森林で初となる国産のボランタリークレジット

日本版ボランタリークレジット
（Japanese Voluntary Carbon Credits, JVC）

と、弊社では略して「JVC」と呼んでいます。
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iforestがボランタリークレジットを選ぶ理由

既存クレジッ

トの限界
国内初

※森林由来

柔軟な設計

※Co-benefi t

テクノロジー

フル活用

※AI、衛星、ブロックチェーン、

グリーンウォッシュ対策

市場性

※2030年数兆円規模の世界

市場との接続
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iforestが提供する日本版ボランタリークレジットの特徴

全ての森林が

対象

森林経営管理計画の有

無を問わない。

針葉樹、広葉樹、人工

林、天然林…

高精度・高効

率なMRV※1と

柔軟な方法論

UAV LiDAR×衛星を組

み合わせたモニタリング技

術を方法論化

Co-benefit

重視

森林CO₂吸収量だけではな

い、生物多様性保全や地

域コミュニティーへの貢献も。

国際VCM※2基

準との整合性

※1 :測定 (Measurement )、報告 (Report ing )」、検証 (Ver i f i ca t ion)を行う一連のプロセス。

※2 :自主的カーボンクレジット市場Vo lunta ry  Ca rbon M arket の略。

国際VC認証組織を目指

し設立された認証機関

NCCCとの連携。

森林関係人

口の創出

購入金額に応じた返礼品

提供や企業・自治体との

クレジット付き〇〇の商

品・サービス開発支援
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もっと簡単にJVCの特徴をお伝えすると、

森林のCO2吸

収量が増える

１

生物多様性が

守られる

２

地域や社会が

良くなる

３
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東京都吸収・除去系カー

ボンクレジット促進事業
事業内容



プロジェクト実施場所

▼檜原村とは

島しょ部を除き都内唯一の村。面積の93％が森林で、村

全域が秩父多摩甲斐国立公園に指定されている。

東京都檜原村

実証地２

私有林

面積：約1５０ha

仕掛かり中

私有林

面積：約17ha

実証地１

完了
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協定・支援

森林管理計画・施業

(株)東京チェンソーズ

需要家・ビジネスモデル評価

東京建物(株)

代表事業者

アイフォレスト(株)

ヤマハ発動機(株) (株)バイオーム

森林計測・解析 生物調査・解析

(社)ナチュラルクレジッ

トコンソーシアム

新しいMRV・方法論検証 新しい方法論開発支援

九州大学

都市研究センター

プロジェクトチーム実施体制
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日本版ボランタリークレジットの開発＋事業性検証実施概要

国際VCM基準と整合した

方法論

認証機関NCCCによる

正しさの検証

需要家への

販売

実際のMRVコストや収益から

事業性検証

高精度・高効率な

MRV手法の開発

方法論に則った

PDD作成・申請

需要家ニーズにあった

品質・価格・メリット

単に儲かるだけではない

ソーシャルインパクト

フェーズ２：販売フェーズ１：開発 フェーズ３：事業性



完了 合意
但し、発行が2026年3月頃になるため、

それ以降の売買になる見込み。

有り

３つのフェーズに対しての成果本実証事業における成果

日本版ボランタリークレジットの

開発

要件②：国際VCM基準と整合した

新しいMRV手法の開発

要件①：新しい方法論の開発

フェーズ１

日本版ボランタリークレジットの

販売

要件①：購入動機・ニーズと合致

要件②：適正で妥当な価格

(持続的な森林管理の実現)

フェーズ２

日本版ボランタリークレジットの

事業性

要件①：収益性

要件②：需要家ニーズとの整合性

要件③：横展開（他地域展開）

フェーズ３
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産業用無人ヘリによる

高精度な森林LiDAR計測

STEP-1

※画像：ヤマハ発動機/東京都檜原村(実証地1)

国際的整合性に配慮した

新しいMRV手法及び方法論の策定

STEP-3

・衛星データのみに比べ約61%精度が向上。

・従来型手法と比べ約30〜60%コストダウン。

ただし、100ha以下だとあまりコスト差がない。

・森林炭素隔離が約58%過小評価されている可能性。

結果

方法論(初版、日本語版、英語版 )の完成

結果
・2025年分：82t-CO₂ (間伐あり、バッファプール15%)

・2025年〜45年累計：1,725t-CO₂  (同上 )

【 実証地1：17ha ※1 】

※1：実証地2は、計算中。

日本版ボランタリークレジット開発

衛星データと統合し、検証

STEP-2

地上基準データ
(ヤマハ発動機)

＋

複数衛星データ
(九大UI)

高精度、高効率、低コスト

森林バイオマス量予測モデル

他地域でのLiDARデータを用いた検証

補正

森林CO₂吸収量MRV手法→方法論

フェー ズ１
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日本版ボランタリークレジット開発 従来手法との比較

フェー ズ１

バイオマス量/CO2吸収量

差益

バイオマス量/CO2吸収量

差益

発行コスト

発行コスト

1.5倍にアップ

30%〜60%ダウン

2〜3倍近い差益 ※但し条件による

従来のカーボンクレジット JVC
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なぜ？



日本版ボランタリークレジット開発 従来手法との比較

20※参考資料：別地域のプロジェクト

赤線＝航空レーザーで取得したデータでは1本（樹冠）に見えるが、

黒丸線＝ドローンレーザーでは2〜4本が存在していることがわかる。

航空レーザー

ドローンレーザー



「差益」が多くなればなるほど、山側への還元金が増える

写真：東京チェンソーズ  noteより
21

山や地域に人が集い、より元気に、より豊かになる



生物種分布ビッグデータを

活用した生物調査

STEP-1

生物種分布モデル
(バイオーム)

＋

現地生物調査
(バイオーム)

補正

【植物調査】 【鳥類調査】

国際的整合性に配慮した

新しいMRV手法及び方法論の策定

STEP-3

方法論(初版、日本語版、英語版 )の完成

以下、5つの指標・手法を開発・採用

指標 ツール方法

1 SOU(種観測ユニット指数)Biome index
Biomeデータ＋現地調
査で評価

2 SCU(StructuralComplexity Unit、構造複雑性ユニット) LiDAR→林分構造量

3 SAT(Satellite Index、衛星画像指数、NDVI–NPP)
LiDAR・衛星画像→植
生量・生産性評価

4 LAND(LAND penalty index、土地不利指数)
LiDAR・衛星画像→環
境不利指数評価

5 HH(Habitat Hectares、ハビタット・ヘクタール統合指数)
LiDAR・衛星画像→植
生の質×面積

結果

日本版ボランタリークレジット開発

森林情報(LiDAR/衛星)と統合し、検証

STEP-2

様々な情報を
階層化し、分析

高精度、高効率、低コスト

生物多様性評価指標・手法モデル

LiDAR情報

衛星NDVI-NPP情報

補正後種分布モデル

生物多様性評価MRV手法→方法論

フェー ズ１
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データ化した森林情報を元に

森林管理計画策定

STEP-1

森林評価 生物評価

＋

既存計画有り 既存計画書無し

計画修正 新規作成

・森林CO₂吸収量UP

・生物多様性保全・向上

同時に実現

モニタリング方法を含めた森林管理計画を元に

PDD(P ro jec t  Des ign  Docume nt)作成

STEP-3

モニタリング体制→東京チェンソーズ＋アイフォレスト

モニタリング方法→衛星監視(年数回)＋現地調査(年一回)

認証機関NCCCへプロジェクト申請

AIを活用した放置vs間伐/皆伐

森林CO₂吸収量予測

STEP-2

※生物多様性予測は開発
中

NEXT PAGE

日本版ボランタリークレジット開発 計測データ×森林管理計画策定→PDD作成

フェーズ１
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PDD完成



材積量

年間CO₂吸収量が逆転

日本版ボランタリークレジット開発 「放置vs間伐」森林CO₂吸収量AI予測

フェーズ１
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過去だけではなく、未来の森を設計し、投資を促す仕組み

既存のカーボンクレジット＝過去の実績を測って認証する仕組み

新規性

独自性

放置(BAU)＜間伐(Thinning)

CO₂吸収量

BAU=放置した場合

Thinning=間伐した場合



需要家としてのニーズ

クレジット購入の目的や利用用途

クレジット購入のメリット・デメリット

スタートアップ企業との連携や多摩・

檜原村の森林と繋がることの意義

新しいサービス、商品の開発・展開

                                      …etc

「GHG排出削減におけるステークホルダー
との連携・共創 」スタート

※出所：東京建物「サステナビリティレポート2025」

東京建物様との対話・連携

STEP-1

購入後のアクション・展開

STEP-3

モニタリング報告書の提出

計画に基づいた森林管理

モニタリング 報告書作成 提出

2回目以降クレジッ ト申請

今後の展開

TNFD等非財務情報開示の支援

カーボンニュートラル商品・サービスの企画・販売支援

開発区域外自然資本への投資「公共貢献」による

容積緩和策拡大の政策提言 …etc

返礼品の提供

NEXT PAGE

日本版ボランタリークレジット販売 需要家、東京建物様との連携

具体的な取引条件検討・合意

STEP-2

目的、利用用途

妥当な価格、量、期間

支払い条件、クレジット管理方法

返礼品の内容

                                      …etc

妥当な価格、量 返礼品

NEXT PAGE NEXT PAGE

合意、契約手続き

フェー ズ２
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SDGs

雇 用 環 境 の 改 善 等

事業性

プロ ジ ェク ト 毎 の

基礎単価

円/t-CO₂

販売する価格/t-CO₂

国 内 外 カー ボ ンク レ ジ ッ ト

市場価格

顧客ニーズ

購 入量 や期 間

× プレミアム価値

％

（付加価値）
地 域 課 題 へ の

地域貢献

生物多様性

評価

ベ ー ス ラ イ ン 増 減

日本版ボランタリークレジット販売 カーボンクレジット価格の決め方

フェーズ２
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実証事業詳細 〜 【⑨】日本版ボランタリークレジットの販売  〜

日本国内の運用でもクレジット単価に対して、同等もしくは、

それ以上のプレミアム価値（%）、付加価値を付けることが可能

約+３８%

CCB（Climate,  Community & Biodiversity ）

ラベル付き

※ 出 所：

約+７８%

第三者検証された持続可能な開発の共便益

（social/environmental co-benefits）ラベル付き

※ 出 所：

O EC D  En v i r o nm e nt  Wo r k i n g  Pa p e r s

「 T h e i n t e r p l ay  b e t w ee n  v ol un t ar y  a n d  c o mp l i an c e ca r b o n  m ar k e t s」

海外での事例

日本版ボランタリークレジット販売 プレミアム価値の単価への影響力

フェーズ２
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弊社では、企業と森の「顔の見える関係性」を積極的に創って行きたい！

企業と森を“つなげる”返礼品の企画

購入金額に応じ、返礼品を提供。

森林所有者、地域企業、自治体と連携し、返礼

品内容を企画(ふるさと納税との連携も可)。

【未利用材を活用した家具、インテリア、雑貨等】

【森林環境を活用した体験・自然教育プログラム等】

丸 太サ イ ド テー ブ ル ＋ 椅 子 丸 太ス ツ ール

杉 の ア ロ マ 森 の 積 み 木

森 の キ ャン プ 体 験 伐 採体 験＋ 自 然教 育

STEP-1

返礼品を選択(購入時)

STEP-2

「クレジットの森」とConnectする「1日森林体験ツアー」

森の案内人

東京チェンソ ーズ

吉田 尚樹様

＜森の案内人からのメッセージ＞
私た ちは、固 定概 念 に とらわれ ず多 様なア プロー チを用いて 「森と街の共

生」を目 指す林 業会 社 です。

「森をつ く る」、 「 森を届け る」、 「 森を開く」、 「 森のプロダクト」という ４つ の

軸をベ ースに 、都 市と森が こ れまで なかっ た取 組み を共 創し、 社 会実 装 し て

いく こ とで 目 標の達 成を目 指し て います。 森が持つ様 々な機 能・価 値を

最 大化 し、そ の恵み を街に届け、巻き込んでい く。

そ のた めに 私た ち は提 供できるサ ービスを 体 系化 し、み なさ まのなかに 存 在

する 「森との接 点」を抽 出し、森に投 資できる 環 境を整え ていきます。自 社

のサ ービスだ け でなく 村 内の「製 材所 」もご 案 内可 能 です。 下 記は「1日 森

林 体験 ツアー 」となり ます。

1日森林体験ツアー行程

武
蔵
五
日
市
駅
集
合

9:30〜

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
森

到
着

10:30

森
を
案
内
し
な
が
ら

森
づ
く
り
を
学
ぶ

10:30〜

ラ
ン
チ
＆

ア
ロ
マ
蒸
留
体
験

11:30〜

林
業
資
材
置
き
場

＆
林
業
現
場
見
学

13:30〜

意
見
交
換
＆
ク

ロ
ー
ズ
ト
ー
ク

15:30〜

駅
到
着
・
解
散

16:30〜

返礼品の提供・実施

STEP-3

2026年春・実施予定

日本版ボランタリークレジット販売 森林関係人口を創出する”返礼品”

フェー ズ２

28



10ha 50ha 100ha 200ha 300ha ・・・・・・・ 1,000ha

コスト

面積

コスト

計測 、 認証 、 モ ニ タ リ ン グ費用諸々 含む

（ 施業費用 除く ）

収入

カ ーボン ク レジ ット の 販売収入

日本版ボランタリークレジット事業性 初期コスト回収率

フェー ズ３
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LiDAR×衛星データを活用した方法論を開発した結果、

プロジェクト面積が大きいほど、収入に占めるコスト割合が低くなる

損益分岐点

（BEP）



2026 2027 2028 2029 2030 ・・・・・・・ 2040

収入

期間

日本版ボランタリークレジット事業性 収益安定性

PJ-檜原村

NEW

10年間 10年間

NEW

NEW

NEW

NEW

毎年のクレジット発行・販売、長期テイクオフ契約により、

事業の安定につながる「ストックビジネス」

フェー ズ３
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事業性の評価

クレジット対象面積比較

日本版ボランタリークレジット事業性 森林ポテンシャル面積

フェー ズ３
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約2500万ha日本の森林面積

約3.5倍の対象面積

従来のカーボンクレ

ジット 約500万ha

森林経営計画あり

JVC 約1,700万ha

森林経営計画の有無に関係のない民有林
現在価値で年間

約1〜2兆円



事業性の評価

東京都内クレジット対象面積比較

日本版ボランタリークレジット事業性 森林ポテンシャル面積

フェー ズ３
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約8万ha
東京都内

森林面積

従来のカーボンクレ

ジット 約1.5万ha

森林経営計画あり

JVC
約5.7万ha

森林経営計画の有無に関係のない民有林

約3.8倍の対象面積

現在価値で年間

約30〜40億円
多摩森林事業者数で割ると年間

約1億円/社



事業性の評価

日本版ボランタリークレジット事業性 日本のボランタリークレジット市場

日本企業の海外ボランタリークレジット調達量推計

償却(retirement)/2020年〜2025年
※当社調べ

※調査対象Ver ra,GS,AVR,CAR,ART

2020 2021 2022 2023 2024 2025
期間

量(t-CO₂)

100万

200万

300万

400万

500万

600万

約480万

約40万

約150万

約600万

約490万

約300万

ネイチャー系
(Nature-Based)

割合

20~40%

平均単価/t-CO₂

1,200~
2,000円

フェー ズ３

直近5年間累計

2,060万
t-CO₂
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課題と解決策 東京都吸収・除去系カー

ボンクレジット促進事業



課題と解決策 本実証での苦労した点

解決へ向けた方向性

①計測エリアを最小限に、衛星と組みわせた新しいMRV手法

②小型ドローンの活用や目視外飛行(BVLOS)の検討

①林業事業者によるバイオームアプリを使った林内データ収集

②LiDAR、衛星データを活用した林分・植生構造データ収集

①単一評価ではなく複数要素(環境の変化等)をレイヤー構造で指標評価

②LiDAR、衛星データを活用した新たな手法の開発

③DNSH※1(重大な悪影響を与えない)を大原則に、運用可能な指標・手法の開発

離発着場所・見通し確保

UAV LiDAR課

題

１

林内データ不足

生物多様性調査課

題

２

評価指標・手法決め

生物多様性評価課

題

３

販売先の確保

クレジット発行・販売課

題

４

35

①制度：国際VCM基準、国内基準との整合性・協調を図り、国際的信用力を強化

②商品設計：用途の明確化、透明性、共便益、リスク管理等を正しく開示&柔軟な価格設定

③コミュニケーション：なぜ買うのか？ストーリーを重視し、顧客と森がつながる仕組みづくり

※1：Do No Significant Harmの略。特定の取組が、他の環境や社会に重大な悪影響を与えないとする原則。



日本版ボランタリークレ

ジットの可能性
今後の展望



①森林・環境情報

森林 企業

⑥JVC収益還元
¥

④JVC購入

¥

③JVC販売
JVC

⑦持続的な森林管理

¥

⑤手数料
¥

②登録・認証
JVC

返礼品の提供

（林業体験・未利用材で作ったプロダクト等）

今後の展望 ビジネスモデルの確立

山側の初期費用「ゼロ」を目指す

生物多様性の

可視化・評価

森林計測

UAV LiDAR・衛星

クレジット

検証・認証

JVC創出支援パッケージ（無料）

＋ ＋

支援・提供
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今後の展望 東京・多摩エリアでのビジネス展開

38

森林管理・施業

山側の窓口

委託契約

委託契約

山主B

山主C

山主A

委託契約

東京・多摩エリア

企業

販売①
B to Bモデル

企業 一般消費者

商品・サービス
に付帯

販売②
BtoBtoCモデル

JVC支援・提供

生物多様性の

可視化・評価

森林計測

UAV LiDAR・衛星

クレジット

検証・認証

JVC創出支援パッケージ（無料）

＋ ＋

収益の還元

返礼品の提供

（林業体験・未利用材で作ったプロダクト等）



1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 ・・・・・・・ 10年目 ・・・・・・・

森林管理コスト

クレジット価格・販売量
差額＝収益

・子ども食堂

・子育て支援

・社会福祉活動

・地域の祭り

・空き家対策

・交通インフラの維持

・農家支援

・その他

還元・投資

地域課題

ソーシャルインパクトの可視化

第三者機関によるインパクト評価
(専門機関、NPO 、NGO、大学等)

今後の展望 JVC活用例：地域コミュニティーへの貢献
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森林施業×生物多様性予測モデル
施業実施後

解析・分析

データ化

GIS

マッピング

予測

シミュレー

ション

今後の展望 JVC活用例：森林施業が生態系に及ぼす影響を可視化

衛星×現地

モニタリング

40

どんな影響が？



今後の展望 JVC活用例：森林の水源涵養量と土砂崩れリスクの評価

水源涵養量をCo-benefitとして品質指標化

DNSH原則に従い、プレミアム価値の向上を狙う
様々なデータを統合、分析することで、土砂崩

れ等の災害リスクの将来予測ができるかも？

流路近接度（谷筋までの距離）

推定浸透率 /保水容量指数

地形/地層/傾斜度/下層植生

森林密度/樹冠被覆率/樹種

施業データ/路網密度

雨量データ（リアルタイム）

多層データ統合解析
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今後の展望 JVC活用例：都市のグリーンインフラを可視化・価値化

当社のJVC化で使う既存技術を活用し、

都市のグリーンインフラを収益化

従来の管理

台帳

樹木のデジタ

ル情報

統合

地域住民との協働に

よる樹木管理

市民協働型樹木管理DX

管理効率化とコスト削減
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今後の展望

43

JVC活用例：その他色々

企業林の収益化

資産として有効活用

¥

J-クレジット×JVCで森林価値最大化

森林経営計画あり

森林経営計画なし

JVC創出

オーダーメイドでJVC創出

自社工場の上流部

にある森林所有者に

アプローチ

JVC創出
自社工場

JVC創出×境界地の確定

所有者A

所有者B

J-クレジット創出



今後の展望 ブロックチェーン技術を活用したプラットフォーム開発
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東京都・都民が享受でき

るJVCの価値

最後に



都民の課題例

課

題

2030カーボンハーフ、2050ゼロエミッションを掲げているが

都市部単独ではCO₂吸収源が圧倒的に不足。

東京都(自治体)の課題例 JVCが提供できる価値

都の気候政策を「前倒し・補完」できる
解

決
多摩エリアの森林と連携し、不足分CO₂吸収源を

確保し、“都市×森林”の実質的接続手段になる。

課

題

TNFD、自然資本への対応は方針があっても実装が難し

く、都内では自然資本が可視化されにくい。

東京版GX・自然資本政策の「実装ツール」
解

決
森林を自然資本として可視化し、水源涵養・生物

多様性・防災と複合政策に横断利用できる。

課

題

多摩の森を守るため、毎年度景気・財政状況に左右され

る予算処置に依存し 「将来価値を生む資産」ではなく「恒

常的な支出先」になっている。

多摩の森との「関係人口創出ツール」
解

決
都民・企業からの自発的資金が流入し、森林を

「価値を生む資産」として再定義。

課

題

水が蛇口から出る、災害は起きなければ意識しない、行政

施策が「管理」中心だったため、それを支えているはずの多

摩の森の価値を実感できず、都民は任せっきり。

環境貢献が“選択可能な行動”につながるツール

解

決

様々な商品やサービスに環境価値をインクルードす

ることで、多摩の森を「誰かが守っている場所」から

「都民一人ひとりが関わり、支えている場所」へ変

える仕組み、機会を提供。
46



47

東京都との接続 具体的な実装アイデア①

東京・多摩エリアの森林

都庁の電気代？水道代？の一部に

環境価値が付与された料金プラン

既存の都市計画・建築許可運用の評価項目に

多摩森林GXポイントを新設

47
持続的な林業、森林が持つ多面的機能の維持、地域が抱える社会課題等々へ還元される

都内不動産デベロッパー

域外貢献の評価

容積緩和

多摩の森林

投資＝JVC購入

JVC付与

東京都主催イベント

環境価値が付与されたチケット販売
還元

投資（還元）

還元

還元

都有林でのJVC発行



48

都民との接続 具体的な実装アイデア②

東京・多摩エリアの森林

日々の電気代、ガス代、水道代

環境価値が付与された料金プラン

ECサイトでのお買い物

配送時CO₂をオフセット

サッカー、バスケ、マラソン大会などのスポーツイベント

環境価値が付与された参加・観戦チケット
還元

還元

還元

利用金額によって

グリーンポイント付与

既存のポイントサービ

スと連携

利用金額によって

グリーンポイント付与

1ポイント=2円

次回買い物時使用

利用金額によって

グリーンポイント付与

地域通貨・商店街で

使えるクーポン

48
持続的な林業、森林が持つ多面的機能の維持、地域が抱える社会課題等々へ還元される



これから全国各地でJVCを活用した

森林への民間資金還元プロジェクトがスタートします。

一緒に森から地域の未来、日本の未来を創っていきましょう！

皆様のご参加、お待ちしております。

最後の最後に、



ご清聴、ありがとうございました。



お問い合わせ・ご相談窓口

アイフォレスト株式会社

Mail：info@iforest-inc.com

担当：丸山宛

お問い合わせフォーム お問い合わせメール 名刺

mailto:info@iforest-inc.com
mailto:info@iforest-inc.com
mailto:info@iforest-inc.com
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